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品を分析すると、 『枕草子』の方が感傷詩の引用数が多いことがわかる。また感傷詩に分類される「長恨歌」は、 『枕草子』に一箇所引かれ のに対し、 『源氏物語』では十二箇所の引用が指摘され、圧倒的に多い。さらに清少納言は『枕草子』の中で、意識的に感傷詩の表現を借りて、父藤原道隆を失った定子の悲況を表し、定子自身も自ら感傷詩を念頭に置く詠歌を行っていた。その結果、感傷詩が多くなった いえよう。このように、清少納言と紫式部の感傷詩の引用の差異に着目して、両作品の性格の本質を考察することを試みる次第である。
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『枕草子』と『源氏物語』における『白氏文集』（張） 















いわゆる 「与元九書 （元九に与える書） 」 の名文であり、 白居易の文学理念を理解するために重要な文献となっている。この手紙の後半では、白居易は自らの詩歌の内容を諷諭、閑適、感傷 雑律詩の四つに分類した。
 
その後、長慶四年（八二四）十二月、四十六歳の元稹が、白居易の詩文二千一百 十一首を集 、初めて五十巻
の総集『白氏長慶集』 を編纂した際にも、白居易 詩 四分類
に従って分類している。すなわち前半二十巻の詩歌は、





属すのかを考えてみたい。まず、先学 指摘された『枕草子』と『源氏物語』における『 氏文集』 引用の箇所を


































































































































































      











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16   
巻二諷諭
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巻四諷諭
 












































































































































































































































































































































10   
巻三十六半格

















































             
図一「白詩四分類から見た枕草子と源氏物語」に示したように、引用の分量は、 『枕草子』より『源氏物語』の方が、
倍くらい多い。また『源氏物語』では、引かれたＡ諷諭とＤ雑律詩が、 『枕草子』より多かったが、 『枕草子』では、引かれたＢ閑適とＣ感傷詩が、 『源氏物語』より多かったのである。さらに感傷詩に分類した長恨歌は 源氏物語』の中で繰り返し引用されていることが特徴と言えよう。例えば、図一の「重複」では、 『枕草子』は二回であるが、 『源
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また紫式部 長恨歌を諷諭的にみることは、陳鴻の「長恨歌伝」の観点に似る。 の ある「長恨歌伝」後半には、次のようにある。 （本文は新釈漢文大系による）
 













































































感傷詩の引用は、 『源氏物語』より『枕草子 の方が多い。これは両作品の『白氏文集 の引用から見た性格の差





















































































































































































































































































傷詩を踏まえた和歌だからこそ、清少納言は「い めでた 」と賛美したのである。 （拙稿「 『枕草子』における漢語の表現――「三条の宮におはしますころ」の章段を中心 ――」 『総研大文化科学研究』第八号、二〇一二年を参考）
 













の二点と考える。一つは、中宮定子が自ら感傷詩を引用して詠歌を行ったこと。もう一つは、清少納言が、父藤原道隆を失ってからの定子の周囲 悲況 す めに、意識的
に感傷詩を踏まえたということである。また『源氏物語』
では、紫式部が「長恨歌」を繰 返して引用 る は、感傷的な部分ではなく、諷諭詩として多く引用したことがわかった。
 
 
清少納言と紫式部は感傷詩の引き方が違う。 れは、 『枕草子』と『源氏物語』 鑑賞するためには 重要な視点と
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4）参考した文献は、主に次のような論考である。①『枕草子大事典』 （勉誠出版） 「枕草子と漢籍」 （矢作武） 、②
新編日本古典文学全集『源氏物語』 （小学館） 「漢籍・史書・仏典引用一覧」 （今井源衛） 、③稿者の論考である。
 
（
5）萩谷朴の指摘に関して疑問点 ついて、張培華「枕草子「雲は」章段中の「朝にさる色」 『古代中世文学論考』
第十八集（新典社
 
二〇〇六）を参照。
 
（
6）張培華「 『枕草子』における漢語の表現
 ――「三条の宮におはしますころ」の章段を中心に
 ――」 『総研大文
化科学研究』第八号、二〇一二年を参照。
 
